













































































































い。この文章は、マトゥラーナの作ったものであるが、1 番目の 13 人の集団は、人間的、







































































































































































































































































切れ目を入れて 2 つずつにわけると、10 本の足が揃う。ヒトの場合には、内部に骨格が
通っているので(内骨格)、明確な左右対称が出現する。左右対称の部材を長くし、末端だ







(1) O を対象の集まりだとする。 
(2) 対象 X と対象 Y に対して、A(X,Y)は X から Y への射(もしくは矢印)を意味し、
すべての A(X,Y)を A とする。射そのものが A の要素である場合があり、その場
合にはなんらかの変換がある。 
(3) 対象 X,Y,Z に対して、A(X,Y)と A(Y,Z)から、A(X,Z) を導くことができる。これは
射の合成である。 
(4) 自分自身への射があり、恒等射と呼ばれる。 
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